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ス パ イ ス に よ る 制 限 酵 索 の 阻 轡

（日 大 農 化 ｝　 加 藤 　順 ，　
O
坂 本敏 文 ，市 原 隆 光 ，井 上 久 子 ，大 塚 真 史

宮 崎 　修 ，世 取 山 礼 子 ，大 石 邦 夫

　 1 ｝ N 的 　昨 年 度 の 本 大 会 に お い て 、我 々 は 種 々 の 制 限 酵 素 が 、海 藻 熱 水 抽 出 液 に よ っ

て 異 な る 程 度 に 阻 害 を 受 け る こ と 、褐 藻 熱 水 抽 出 液 中 の 阻 轡 活 性 は い わ ゆ る フ コ イ ダ ン 画

分 に 見 出 さ れ る こ と 、有 効 成 分 は 制 限 酵 素 タ ン パ ク と 結 合 す る と 推 定 さ れ る こ と な ど に っ

い て 報 告 し た 。今 回 は 、食 品 加 工 ・調 理 に 用 い ら れ る 市 販 の 乾 燥 ス パ イ ス が 示 す 制 限 酵 素

阪 害 に つ い て 述 べ る 。．

　 2 ｝方 法 　東 京 都 内 の 専 門 店 で ほ ぼ 100 種 の 乾 燥 ス パ イ ス を入 手 し た 。こ れ を 粉 砕 後

100 ℃ 、 60 分 加 熱 し て 熱 水 抽 出 液 を 得 た ． BamHI 、均 廴 ⊥
』
∬ 、 EcoRI 、

Hind 皿 、 Pstl な ど の 制 阪 酵 素 反 応 を 常 法 通 り行 い 、 こ れ に 段 階 希 釈 し た 上 記 抽
．
出

液 を 加 え 、阻 害 の 有 無 を ア ガ ロ
ー

ス 電 気 泳 動 ゲ ル 上 の DNA パ タ ー
ン か ら 判 定 し た 。

　 3 ） 結 果 　 検 討 し た ス パ イ ス サ ン ア ル の うち 、 16 サ ン プ ル が 原 乾 燥 ス パ イ ス 換 算 2mg ／

mt で 阻 害 を 示 し た 。ク ロ
ーブ 、ナ ツ メ グ 、　 n 一ズ ピ ン ク 、ロ ーズ レ ッ トは 2   Oμg／ml で も

強 い 醗 害 を 示 し た が 、20fi9／ml ま で 希 釈 す る と 阻 害 を 示 さ な か っ た 。阻 害 は Hind 皿 、
EcoRI に 対 し て 強 く 、他 の 酵 素 に 対 し て ほ弱 か っ た ．H．HulV逆 転 写 酵 素 、

’T4DNA リ ガ

ーゼ に 対す る 阻害 と 比 較 す る と 、前 者 に 比 べ 著 し く弱 く 、後 者 と ほ ぼ 同 程 度 で あ る e 主 な

有 効 成 分 は エ タ ノ
ー

ル で 沈 澱 す る 酸 性 物 質 で 、 λ DNA と で は な く 酵 素 タ ン パ ク と 轄 合 す

る と 判 断 さ れ た
e

日 本 発 酵 工 学 会 昭 和 62年 度大 会 講演 要 旨集 　 P．22 〔19S1 ｝

日 本 発 酵 工 学 会 昭 和 63年 度 大 会 講 演 要 旨 集 　 P．24 （1988 ）
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702 海 藻 多 糖 ゲ ル に よ る 制 限 酵 素 の 分 別 精 製

　〔日 大 農 化 ， 　 （株 ） 紀 文 フ
ー ド ケ ミ フ ァ

’
）

O
加 藤 　順 ， 大 石 邦 夫 ， 入 江 慎 二

’
， 村 田 克 巳

t

1 ） 目 的 　 市 販 の 多 糖 お よ び 海 藻 か ら 抽 出 し た 多 糖 が 制限 酵 素 ， DNA リ ガ ーゼ ， レ ト

ロ ウ イ ル ス 逆 転 写 酵 素 を 阻 害 す る こ と は ，本 大 会 に お い て 報 告 し た 。 こ れ ら 多 糖 に よ る 阻

害 の 程 度 が 類 似 す る 酵 棄 間 で 著 し く異 な る 事 か ら ， 酵 素
一

多 糖 闘 に 特 異 的 親 和 力 の あ る こ

と が 推 定 さ れ る 。そ れ 薗体 が ゲ ル 化 機 能 を 持 つ 海 藻 多 糖 の ビ ーズ は ，リ ガ ン ド ー担 体 結 合

を 行 わ せ る こ と な し に そ の ま ま 特 異 的 に ア フ ィ ニ テ イ ゲ ル と し て 使 用 で き る と 考 え ら れ る

。今 回 は ， そ の 応 用 の 可 能 性 に っ い て 検 討 し た 。

　 2 ） 方 法 　 DNA 関 連 酵 素 阻 害 活 性 の あ る 3 種 の カ ラ ゲ ナ ン と ， 阻 害 活 性 は な い がゲ ル

化 の 容 易 な 各 種 ア ル ギ ン 酸 を 材 料 と し ， 常 法 に よ り 粒 状 を そ ろ え た ビ ーズ を作 成 し た 。バ

ッ フ ァ
ー

で 平 衡 化 し た ビ ーズ に 酵素 を 添 加 し ，弱 く 攬 伴 し て 吸 着 を 行 わ せ ，食 塩 の 濃 度 勾

配 で 溶 出 を 試み た 。

　 3 ） 結 果 　 ア ル ギ ン 酸 お よ び x
一カ ラ ゲ ナ ン か ら は e 粒子 性 が よ く か っ 安 定 な ゲ ル が え

ら れ た 。多 糖 ゲ ル へ の 酵 羯 の 吸 着 は ， 多 糖 水 濬 液 に よ る 酵 素 の 阻 害 と 密 接 に 関 係 し ， ア ル

ギ ン 酸 ゲ ル に 酵 素 は 殆 ど 吸 着 さ れ ず 7x
一

カ ラ ゲ ナ ン ゲ ル に は EI＿i−．XLd ．皿 が 強 く 吸 着 さ れ

宦璽 coRI
， IEI＿ss ．1 が 弱 く 吸 着 さ れ た 。 こ れ は ， も ち い た 全 て の 制 限 酵 棄 を 強 く 吸 着

す る ヘ パ リ ン セ フ ァ ロ ース と よ い 対 照 を な し た 。そ の 他 ， 実 用 的 な 面 で の 海 藻多 糖 ゲ ル の

糧 々 の 問 題 点 に っ い て 報 告 す る 。

　 　 　 日 本 醗 酵 工 学 会 昭 和 62 年度大 会 講 演 要 旨 　 P 。 22 　 （1987 ）

　 　 　 日 本 醗 酵 工 学 会 昭 和 63 年 度 大 会 講 演 要 旨　 P 。 24 　 （1988 ）
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